
本
学
で
は
、
か
ね
て
高
速
・

高
精
度
の
新
加
工
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
を
目
指
す
「
フ
ァ
イ
ン
ブ

ラ
ン
キ
ン
グ
（
F
B
）
セ
ン
タ

ー
」
の
建
設
を
進
め
て
い
た
が
、

4
月
20
日
竣
工
し
た
。
竣
工
式

当
日
は
、
朝
10
時
か
ら
竣
工
式
、

11
時
10
分
か
ら
報
道
関
係
者
を

招
い
た
記
者
発
表
お
よ
び
F
B

セ
ン
タ
ー
見
学
会
、
午
後
1
時

半
か
ら
は
F
B
セ
ン
タ
ー
完
成

記
念
公
開
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
見

学
会
な
ど
の
記
念
行
事
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
研

究
と
は

F
B
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
15

年
度
の
文
科
省
・
産
学
連
携
推

進
事
業
に
採
択
さ
れ
た
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
長
は
、
機
械
工
学
科
・
村

川
正
夫
教
授
。
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ

ン
キ
ン
グ
（
精
密
打
抜
き
加
工

法
）
製
品
お
よ
び
金
型
メ
ー
カ

ー
と
し
て
国
内
最
大
手
の(

株)

山

本
製
作
所
（
埼
玉
県
東
松
山
市
）

ほ
か
と
組
ん
で
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
。
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
ア
ジ
ャ
イ

ル
・
フ
ァ
イ
ン
・
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
（
A
F
F
）
プ
ロ
セ
ス
の
開

発
」
で
あ
り
、
迅
速
（
ア
ジ
ャ

イ
ル
）、
か
つ
精
密
（
フ
ァ
イ
ン
）

に
成
形
（
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
）
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
例
え
ば
、
自
動
車

部
品
な
ど
、
従
来
は
複
数
の
異

な
る
金
属
加
工
機
に
よ
っ
て
、

多
く
の
工
程
を
経
て
生
産
さ
れ

て
い
た
精
密
金
属
加
工
製
品
を

1
台
の
複
動
・
精
密
プ
レ
ス
機

を
用
い
、
1
工
程
で
、
し
か
も

究
極
的
に
は
「
試
作
金
型
レ
ス
」

に
よ
り
製
造
す
る
技
術
を
開
発

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
と

比
較
し
大
幅
に
試
作
期
間
を
短

縮
さ
せ
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨
2
階
建

て
総
床
面
積
2
9
8g

（
設

計
・
建
築
学
科
・
村
口
昌
之
教

授
）
で
、
1
階
に
は
4
0
0
t

油
圧
式
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン

グ
プ
レ
ス
マ
シ
ン
が
設
置
さ
れ
、

2
階
に
は
研
究
室
と
会
議
室
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
研
究
室
に

は
、
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

の
加
工
現
象
解
析
の
た
め
の
数

種
類
の
F
E
M
（
有
限
要
素
法
）

等
の
加
工
解
析
装
置
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
研
究
室
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
計
算
さ
れ
た
解
析

デ
ー
タ
は
、
1
階
の
プ
レ
ス
マ

シ
ン
で
検
証
し
、
そ
の
結
果
を

工
程
改
良
の
た
め
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

山
本
製
作
所
の
ほ
か
に
森
鉄

工
、
C
R
C
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
ほ
か
が
参
画

研
究
組
織
に
は
、
こ
の
他
に

F
B
プ
レ
ス
機
械
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
森
鉄
工
（
株
）
、
国
内
最
大

手
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ベ
ン
ダ
ー

で
あ
る
（
株
）
C
R
C
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
、
（
株
）
ヤ
マ
ナ
カ

ゴ
ー
キ
ン
、
東
京
都
立
産
業
技

術
研
究
所
な
ど
が
参
画
す
る
。

セ
ン
タ
ー
長
・
村
川
教
授
に

よ
る
と
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
新
A
F
F
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
に
加
え
、
同
プ
ロ
セ
ス
を

高
効
率
に
支
援
す
る
新
し
い
F

B
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開

発
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業
が
参

加
す
る
F
B
加
工
研
究
会
の
発

足
、
F
B
加
工
国
際
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
F
B
加
工
等
技
術
の

P
R
を
行
な
う
予
定
に
し
て
い

る
ほ
か
、
学
生
や
若
手
企
業
技

術
者
育
成
な
ど
の
教
育
研
究
活

動
の
拠
点
に
す
る
こ
と
も
計
画

し
て
い
る
。

塑
性
加
工
学
会
会
員
や
取
引

先
な
ど
多
数
が
参
集
し
た
公

開
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
る

見
学
会
で
は
、
10a

厚
程
の

ロ
ー
ル
状
の
板
材
が
F
B
プ
レ

ス
機
で
打
抜
か
れ
、
凹
凸
状
の

部
品
が
瞬
時
に
製
造
さ
れ
る
様

子
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
自
動

車
業
界
に
貢
献
す
る
日
米
の
フ

ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
加
工
技

術
及
び
加
工
事
例
」
の
テ
ー
マ

で
（
株
）
山
本
製
作
所
・
山
本

勝
弘
社
長
が
、
次
に
森
鉄
工

（
株
）
取
締
役
営
業
部
長
・
林
一

雄
氏
が
「
最
新
・
欧
州
及
び
日

本
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン

キ
ン
グ
技
術
の
現
状
」
を
、
続

い
て
「
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン

グ
加
工
に
お
け
る
F
E
M
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
用
性
」
を

F
B
セ
ン
タ
ー
長
・
村
川
正
夫

教
授
が
講
演
し
た
。
続
い
て
政

策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
・
橋

本
久
義
氏
が
「
元
気
を
出
せ
中

小
企
業-

技
術
で
も
流
通
で
も
中

国
に
負
け
な
い
経
営
を
！
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

産
学
連
携
研
究
の
拠
点
に

セ
ン
タ
ー
長
に
村
川
正
夫
教
授

4
月
17
日
（
土
）
、
神
田
神
保
町
2

丁
目
に
建
設
中
の
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
。
同
建
物
内

に
は
、
平
成
17
年
4
月
開
校
予
定
の

専
門
職
大
学
院
、
専
門
学
校
が
設
置

さ
れ
る
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
地
上
8
階
、
地
下
1
階
で
延
べ
面

積
は
約
3
5
6
3g

。
低
層
に
は
書

店
や
飲
食
店
も
入
居
予
定
で
平
成
17

年
1
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

■
写
真
は
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
完
成

予
定
図
（
設
計
・
建
築
学
科
・
波
多

野
純
教
授
）

【機械工学科】
1. レーザではじめる物づくり
―レーザでどんな加工が
できるだろう―

2. ダイヤモンドの魅力（合
成と応用の現状）

3. SFを通して見るロボット
工学

4. 風から電気を作る話
5. ナノテクノロジー―小さな
chiisanaちいさな機械―

【電気電子工学科】
1. 光ファイバ接続技術
2. 21世紀のキー・テクノロ
ジー
―太陽電池及び超電導体
について―

3. 永久磁石と超伝導
4. 人造ダイヤモンド
5. 雷（かみなり）とは？
6. 情報とディスプレイ
7. 光ファイバ通信のしくみ
8. 新幹線の新しいとろり線
9. 真空と半導体開発
10. ディジタル計測とコンピ
ュータ

11. 設備の最適配置

【建築学科】
1.建築基盤と地盤
2.歴史を生かした町づくり
3.異文化を解きあかす
―住まい見聞録/教養とし
ての建築―

4.力の流れと安全
5.身近な街並みから環境を
考える

6. 建築材料のあれこれ
7. 住宅設計の楽しみ
8. 建築設計の現場から

【システム工学科】
1.ドラえもんの夢
―身のまわりの
やさしい科学―

2.システム工学：技術を創
る方法
3.ガス管や腸内を走れるロ
ボットのお話
4.ナノテクノロジー（10億
分の1メートル）の世界
5.デジタルカメラの仕組み
と画像処理
6.建築の仕組み
7.くもらない鏡のお話
8.地球と水
9.新教科「情報」と大学の
情報教育

10.かけ引きの科学（ゲーム
の理論と意思決定）

11.パズルに使えるグラフ理論

【情報工学科】
1.コンピュータと人が仲良
くする技術のお話
2.どこでもコンピュータ
3.計算知能化と組合せ最適
化
4.情報産業の将来とソフト
ウェア工学とのかかわり
5.インターネットの発展と
応用
6.コンピュータグラフィック
スのしくみ

日本工業大学では、「出張講義」を実施しています。「出
張講義」とは本学の教員が高等学校に出向いて、高校生に
分かり易い講義を行うものです。工業大学の講義の一端に
触れることで、高校生の皆さんに、工学の面白さ、ものづ
くりの楽しさを知っていただきたいと思っています。講義
の題目は次のとおりです。

今年も次の日程でオープン
キャンパスを実施します。
「国際環境規格ISO14001」
を取得した心地よいエコ・
キャンパスとすぐれた実
験・実習施設を、みなさん
の先輩学生が親切に案内し
ます。当日は工業技術博物
館に動態保存されているSL

の運転や、楽しい模擬授業、体験学習、研究室見学、入試
説明会などさまざまなイベントがあります。また、学生ホ
ール（大食堂）のランチも無料で提供します。言葉では伝
えきれない日本工業大学ならではのオープンキャンパスに
是非お越しください。

●日程　7/17(土)・8/21(土)・10/23(土) いずれも11時から
●イベント ・施設／研究室開放・模擬授業・入試説明会

・ＡＯ入試相談会・保護者のための説明会
・入試資料提供・学生食堂無料試食会・グッズ進呈

平成17年度入試説明会

◆お問い合わせ・お申込み先
日本工業大学　教務部入試室
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1
TEL：0480（33）7676 0120（250）267 FAX：0480（33）7678
e-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

会場
番号 開催日 時間 対象県 開催場所

1 ６月 ２日（水） 13：30～15：30 東京都・神奈川県 東京ガーデンパレス

2 ６月 ３日（木） 14：00～16：00 愛知県・岐阜県・
三重県 ホテルアソシア名古屋ターミナル

3 ６月 ４日（金） 14：00～16：00 静岡県 ホテルアソシア静岡ターミナル
4 ６月 ７日（月） 13：30～15：30 岩手県 ホテルルイズ（旧ホテルリッチ）

5 ６月 ８日（火） 14：00～16：00 石川県・福井県・
富山県 金沢都ホテル

6 ６月 ９日（水） 13：30～15：30 茨城県 ホリデイイン水戸
7 ６月11日（金） 13：00～15：00 宮城県 仙台ガーデンパレス
8 ６月15日（火） 14：00～16：00 群馬県 ホテルメトロポリタン高崎

9 ６月16日（水） 13：30～15：30 埼玉県 大学：情報工学科棟５階会議室
（大学見学・説明会）

10 ６月17日（木） 14：00～16：00 福島県 郡山ビューホテル
11 ６月18日（金） 14：00～16：00 山形県 ホテルメトロポリタン山形　
12 ６月22日（火） 13：30～15：30 新潟県 ホテルニューオータニ長岡　
13 ６月23日（水） 14：00～16：00 長野県・山梨県 松本東急イン
14 ６月24日（木） 14：00～16：00 青森県 青森グランドホテル
15 ６月25日（金） 14：00～16：00 秋田県 ホテルメトロポリタン秋田
16 ６月28日（月） 13：30～15：30 千葉県 ホテルグリーンタワー幕張
17 ６月30日（水） 14：00～16：00 栃木県 ホテルフェアシティ宇都宮

「出張講義」
のお知らせ

高校生の皆さんへ！！ 「オープンキャンパス」
「入試説明会」のお知らせ

平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
度
の
日

本
工
業
大
学
案
内
が
こ
の
ほ
ど
作

成
さ
れ
た
。
全
百
ペ
ー
ジ
で
、
前

年
の
も
の
に
比
べ
、
内
容
は
ビ
ジ

ュ
ア
ル
で
わ
か
り
易
く
、
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

見
易
い
「
ク
イ
ッ
ク
・
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
」
が
、
ト
ッ
プ
の
見
開
き

頁
に
配
置
さ
れ
、
大
学
の
特
色
、

ど
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
か
、
何

が
学
べ
る
か
、
ど
ん
な
施

設
が
あ
る
か
、
就
職
に
つ

い
て
、
入
試
制
度
に
つ
い

て
な
ど
を
簡
単
に
索
引
で

き
る
。

入
手
希
望
者
は
入
試
室

（
電
話
・
0
4
8
0
―
3
3

―
7
6
7
6
）
に
問
い
合

わ
せ
の
こ
と
。

1 2 8第 号

通

http://www.nit.ac.jp
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1（0480）34－4111（代）

平成16年（2004年）6月1日発行

「N.I.T./Yamamotoファインブランキングセンター」竣工

精密金属加工の画期的製造技術を開発へ

「N.I.T./Yamamotoファインブランキングセンター」竣工

精密金属加工の画期的製造技術を開発へ
4
月
20
日
に
竣
工
し
た
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
外
観
（
設
計
・
建
築
学
科
・
村
口
昌
之
教
授
）

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
4
0
0
t（
ト
ン
）フ
ァ
イ
ン

ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
プ
レ
ス
機
械

本
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
上
棟
式

専門職大学院等来春に開校予定

わかり易い内容の
平成17年度大学案内発行



こ
の
4
月
1
日
か
ら
副
学

長
・
教
務
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
。
多
少
は
役
立
て
る
よ
う
に

と
の
心
づ
も
り
で
あ
る
。
行
動

す
る
柳
澤
学
長
の
も
と
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
得
て
、
日
本
工

業
大
学
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発

展
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
。

昨
年
大
学
と
し
て
自
己
点

検
・
評
価
を
進
め
た
が
、
点
検

は
一
般
的
に
足
り
な
い
点
を
認

識
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
謙
虚
に
反
省
す
る
こ
と
は
、

大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と

も
と
持
っ
て
い
た
長
所
・
特
徴

を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も

子
も
な
い
。
幸
い
、
大
学
基
準

協
会
か
ら
は
、
大
学
基
準
に
適

合
し
て
い
る
と
認
証
さ
れ
た
が
、

こ
の
経
過
の
中
で
本
学
の
良
さ

へ
の
認
識
が
果
た
し
て
充
分
だ

っ
た
か
。
大
学
が
培
っ
て
き
た

蓄
積
を
ふ
ま
え
、
そ
の
上
で
今

後
の
方
向
を
模
索
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

長
所
の
一
つ
に
、
学
生
が
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
当
然
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
10
年
前
で
も
多

く
の
大
学
で
は
、
所
在
地
の
周

辺
3
県
ほ
ど
か
ら
入
学
し
て
き

て
い
た
。
社
会
が
経
済
上
萎
縮

し
、
地
方
化
が
進
む
現
在
で
は
、

な
お
さ
ら
で
あ
る
。

若
い
感
性
が
全
国
か
ら
、
あ

る
い
は
外
国
か
ら
も
集
ま
り
、

互
い
に
交
流
し
学
ぶ
こ
と
は
、

将
来
に
向
け
て
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
。
今
後
も
そ
う
あ
り

た
い
。
近
年
は
九
州
・
四
国
か

ら
の
入
学
者
の
比
率
が
減
っ
て

い
る
の
が
残
念
で
あ
り
、
引
き

続
き
全
国
区
で
あ
る
努
力
を
し

た
い
。

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
は
著
し
い
。
特
に
入
試
の
状

況
は
、
人
口
動
態
の
予
測
か
ら

見
て
一
般
的
に
厳
し
い
。
本
学

で
も
昨
年
度
、
一
部
に
は
志
願

者
が
激
減
す
る
と
も
言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
逆
に
増
え
た
。
嬉
し

い
こ
と
だ
が
、
こ
の
内
容
の
分

析
は
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
学
の
入
試
は
、
推
薦
・
一

般
入
試
・
A
O
入
試
と
制
度
を

順
次
整
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

を
き
め
細
か
く
運
用
し
て
成
果

を
上
げ
て
き
た
。
推
薦
枠
を
単

に
高
校
に
示
す
の
で
は
な
く
、

成
績
、
受
験
者
の
動
向
に
よ
っ

て
毎
年
丁
寧
に
見
直
し
、
高
校

側
の
信
頼
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
が
、
現
在
を
支
え
て

い
る
。
こ
の
信
頼
を
失
い
か
ね

な
い
変
更
は
、
当
面
と
り
え
な

い
。
た
だ
、
社
会
の
情
勢
に
対

応
し
て
ゆ
く
検
討
は
常
に
必
要

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教

育
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、
学
内

外
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
建
学
の
精
神
」
を
中
心
に
据
え

て
理
念
を
達
成
し
よ
う
と
、
「
体

験
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
き
た

の
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
大

学
に
欠
け
て
い
た
点
で
あ
り
、

今
後
も
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
実
験
・
製
図
な
ど
に
よ

る
体
験
学
習
を
通
し
て
理
論
化

す
る
、
ま
た
専
門
へ
の
関
心
か

ら
基
礎
を
学
ぶ
、
こ
う
し
た
教

育
・
研
究
を
博
士
課
程
ま
で
、

磨
き
を
掛
け
た
い
。
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
ン
ゼ
ミ
、
柳
澤
学
長
が
教

務
部
長
時
代
に
提
案
し
た
「
低

学
年
教
育
の
充
実
」
な
ど
は
引

続
き
進
め
ら
れ
る
。

社
会
情
勢
・
産
業
構
造
の
変

化
を
考
慮
し
て
教
育
・
研
究
の

枠
組
み
を
見
直
す
こ
と
も
、
欠

か
せ
な
い
。

効
率
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
『
質
』
を
大
事
に
し
、

向
上
さ
せ
、『
大
学
ら
し
い
大
学
』

『
独
自
の
大
学
』
を
さ
ら
に
求
め

つ
つ
、
百
周
年
を
迎
え
た
い
。

昨年度、本学における「低年次生
教育に対する予算措置のための教
育計画」を本学教員に募集し、そ
の応募者による教育計画のプレゼ
ンテーションが去る4月28日にあり、
理事長以下7名の本学園理事による
ヒアリングが行われた。

●平成16年度　留学生在籍者（学部）（秋入学も含む）

●平成16年度　女子学生在籍者（学部）（秋入学も含む） ●留学生の出身国
出身国 計
中華人民共和国 100 
中華民国（台湾） 11 
大韓民国 8 
サウジアラビア 5 
スリランカ 2 
バングラディッシュ 2 
ラオス 2 
コートジボアール 1 
タイ王国 1 
タンザニア 1 
ネパール 1 
ベトナム 1 
計 135 

平成16年度本学学部入学者の都道府県別入学者数を入試室がまとめた。それによる
と総入学者は1,249名で、うち女子学生は32名、留学生は27名である。都道府県別入
学者数は東京319名、埼玉316名、次いで茨城102名、栃木93名、群馬75名がベスト
5。この5都県で合計905名となり、全入学者の72％を占める。一方、四国、九州、近
畿など、昨年入学者がなかった地域から、今年は入学者を迎えることができた。

「低年次生教育に
対する教育計画」

に9案が応募

トップ５都県で72％、女子学生は32名

新入学者の出身地マップまとまる

学科 申請担当教員 取り組み名称

1 共通系 大野修一助教授　他６名 大学生の履修多様化に対応する教育体制の確立

2 共通系 塚林功助教授　他３名 学内野外生活体験教室

3 機械工学科 古閑伸裕教授 デジタル板金加工システムによる実習教育用設備

4 学科合同 長坂保美助教授　他10名 ものづくり総合体験学習室

5 電気電子工学科 石田之則教授　他１名
フレッシュマンゼミでの１年生合宿研修による
学修動機付けの発揚

6 電気電子工学科 菅原和士教授 社会と宇宙に広がった、ちょっと変わった提案

7 建築学科 波多野純教授
建築デジタルデザインによる実践的デザイナ
ー養成の設計教育

8 システム工学科 渡辺顕教授 システム・エンジニアリング学修体験施設

9 システム工学科 原利次教授　他１名 デジタルイメージング体験教育システム

●平成16年度　低年次生教育充実のための予算申請計画案こ
の
計
画
は
、
本
学
1
〜
2

年
次
学
生
の
た
め
の
教
育
の
充

実
に
資
す
る
教
育
計
画
を
募
集

し
、
総
額
1
億
円
程
度
の
経
費

を
か
け
て
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
学
部
1
〜
2
年
次

生
へ
の
特
色
あ
る
教
育
の
充
実

は
、
現
在
の
学
生
教
育
、
本
学

の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
理
念
を
実

践
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、

た
と
え
ば
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
訪
れ
た
高
校
生
の
本
学
理

解
に
対
し
て
有
効
で
あ
っ
た
り
、

本
学
1
〜
2
年
次
生
の
教
育
充

実
が
本
学
教
育
の
評
価
に
つ
な

が
る
な
ど
、
大
変
大
き
な
効
果

が
見
込
め
る
も
の
で
あ
る
。
現

在
審
議
中
で
あ
り
、
6
月
に
は

こ
れ
ら
の
計
画
の
い
ず
れ
か
が

実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

申
請
さ
れ
た
計
画
案
は
別
表

の
通
り
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
国
際
環
境
規
格

I
S
O
1
4
0
0
1
を
認
証
取

得
し
て
い
る
が
、
平
成
15
年
10

月
か
ら
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
4
月
6

日
か
ら
5
月
12
日
ま
で
、
全
て

の
部
門
に
対
し
て
内
部
監
査
が

行
わ
れ
た
。
13
日
の
環
境
推
進

委
員
会
で
は
、
主
任
内
部
環
境

監
査
員
で
あ
る
機
械
工
学
科
・

佐
藤
茂
夫
教
授
か
ら
内
部
監
査

の
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

今
後
は
、
こ
の
結
果
に
基
づ
い

て
さ
ら
に
活
動
を
進
め
て
い
く
。

本
学
学
生
自
治
会
の
代
表
者

を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
学
生
環

境
推
進
委
員
会
で
は
、
昨
年
度

に
続
き
、
今
年
度
も
講
演
会
を

開
催
し
た
。
講
演
者
は
、
本
学

代
表
環
境
管
理
責
任
者
で
あ
る

竹
内
淳
彦
教
授
で
、
テ

ー
マ
は
「
地
球
環
境
時

代
を
ど
う
生
き
る
か
」

と
題
す
る
も
の
。

4
月
24
日
（
土
）
1
時

30
分
、
3
―
3
2
5
教
室

に
は
、
1
2
0
名
を
超

え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

須
藤
和
紀
君
の
司
会
で
、

講
演
会
は
開
始
さ
れ
た
。

初
め
に
主
催
者
を
代

表
し
て
、
学
生
環
境
推

進
委
員
会
委
員
長
の
後

藤
勇
輝
君
が
「
環
境
推
進
活
動

に
取
組
み
た
い
と
い
う
新
入
生

が
多
く
加
入
し
た
。
来
年
度
は
、

独
立
し
た
委
員
会
を
誕
生
さ
せ

た
い
の
で
、
今
年
度
は
、
節
目

の
年
に
し
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
大
学
を
代
表
し
て
、

鈴
木
学
生
部
長
が
、
学
生
に
対

す
る
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

講
演
は
、
冒
頭
「
21
世
紀
は
、

環
境
の
世
紀
と
言
わ
れ
、
地
球

環
境
危
機
が
叫
ば
れ
、
も
は
や
、

環
境
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
強
い
関
心
を
持

ち
、
正
し
く
認
識
し
、
正
し
い

行
動
を
起
こ
す
事
が
地
球
人
と

し
て
の
使
命
で
あ
る
」
と
強
調
。

続
い
て
、
歴
史
的
に
見
た
環
境

破
壊
と
し
て
、
文
明
の
発
達
に

伴
う
森
林
の
伐
採
、
産
業
革
命

に
よ
る
環
境
破
壊
の
世
界
化
、

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
侵

略
地
に
持
ち
込
ん
だ
動
物
に
起

因
す
る
生
態
系
の
破
壊
を
例
示

し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背

景
か
ら
、
我
々
人
類
は
、
世
界

共
通
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
環
境

保
全
を
推
進
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
た
こ
と
を
説
明
。

国
際
環
境
規
格
I
S
O
1
4

0
0
1
を
実
践
し
、
P
D
C
A

に
よ
り
継
続
的
改
善
を
図
る
。

こ
れ
は
、
企
業
・
自
治
体
ば
か

り
で
な
く
教
育
機
関
も
例
外
で

な
い
。
本
学
も
、
太
陽
光
発
電

設
置
等
の
経
緯
か
ら
、
平
成
13

年
6
月
に
認
証
取
得
し
、
成
果

と
し
て
資
源
の
節
減
だ
け
で
な

く
環
境
教
育
の
充
実
等
も
実
現

し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
、
21
世
紀
を
担
う
若

者
達
へ
環
境
意
識
を
高
め
、
環

境
保
全
活
動
を
実
践
し
、
卒
業

後
は
「
環
境
戦
士
」
と
し
て
活

躍
し
て
ほ
し
い
と
学
生
の
今
後

の
活
動
に
期
待
し
て
、
竹
内
教

授
は
そ
の
講
演
を
結
ん
だ
。

（2） 平成16年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第128号

「
質
」
を
大
事
に
「
独
自
の
大
学
」
を

副
学
長
・
教
務
部
長
就
任
の
ご
挨
拶
　
渡
辺
勝
彦

内
部
監
査
実
施
さ
れ
る

ISO
14001

ろ
ん
、
「
自
宅
か
ら
で
も
登
録
で

き
る
」
、
「
い
つ
で
も
自
分
の
登

録
内
容
を
確
認
で
き
る
」
な
ど
、

学
生
側
の
利
便
性
も
大
き
く
向

上
し
て
い
る
。

導
入
初
年
度
の
今
回
は
、
4

月
12
日
か
ら
受
付
開
始
。
当
初

の
予
想
で
は
、
最
終
日
の
過
度

の
ア
ク
セ
ス
集
中
を
危
惧
す
る

声
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
現
実
に

は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

無
事
4
7
9
8
名
の
登
録
を
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
地
球
環
境
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
』

「
学
生
に
よ
る
番
号
の
書
き
ま
ち

が
い
」
あ
る
い
は
「
機
械
に
よ

る
数
字
の
読
み
ま
ち
が
い
」
が

多
い
な
ど
の
難
点
が
あ
る
。

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
学
生
が

自
分
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
履
修
登
録
を
行
な
う
。
こ

れ
に
よ
り
、
誤
申
告
の
ほ
と
ん

ど
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち

本
年
春
学
期
よ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
ウ
ェ
ブ
）
を
通
じ

て
履
修
申
告
す
る
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
た
。

昨
年
度
ま
で
は
マ
ー
ク
シ
ー

ト
へ
授
業
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

科
目
番
号
を
書
か
せ
る
方
式
で
、

こ
の
履
修
申
告
を
行
な
っ
て
き

た
。
だ
が
、
こ
の
方
法
に
は

ウ
ェ
ブ
履
修
始
ま
る

自
宅
か
ら
で
も
登
録
で
き
る

本
年
度
入
学
式
は
4
月
2
日
に
行
わ
れ
た
が
、

父
母
等
の
参
加
者
が
多
数
の
た
め
、
主
会
場

の
体
育
館
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
の

2
会
場
と
な
っ
た
。
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
映
像
で
主
会
場
の
模
様
を
中
継

し
た
が
、
技
術
的
問
題
で
途
中
映
像
・
音
声

が
中
断
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
予
期

し
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
参
加
者
に
は
多
大

の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
紙
面
を
借

り
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

入
学
式
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
お
詫
び

技
術
的
理
由
で
映
像
が
中
断

●竹内淳彦教授

●学生環境推進委員会が設置した「環境美化」をよびかける
ノボリ
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学年 機械 電気電子 建築 システム 情報 計
１年 0 0 25 1 6 32
２年 3 6 29 7 3 48
３年 1 4 32 8 10 55
４年 0 1 21 3 9 34
計 4 11 107 19 28 169

北　海　道 

5

青　　森 

  17（2） 

山　形 

18

宮　城 

7

秋　田 

  16（2） 

岩　手 

  6（1） 

石　川 

5

新　潟 

21

福　島 

   56（1） 

千　葉 

64

茨　城 

102 

（5） 

静　岡 

   26（2） 

山　梨 

6

東　　京 

   319（2） 

愛　知 

3

長　野 

  36（1） 

埼　　玉 

  316（8） 

群　馬 

  75（2） 

栃　木 

93

奈　良 

0

和歌山 

1

三　重 

1

岐　阜 

1

滋　賀 

0

福　井 

2

富　山 

2

山　口 

0

広　島 

1

岡　山 

4

大　阪 

2

島　根 

0

鳥　取 

0

兵　庫 

1

京　都 

2

徳　島 

0

高　知 

1

愛　媛 

0

香　川 

1

沖　縄 

2

鹿 児 島 

0

宮　崎 

1

熊　本 

1

大　分 

0

長　崎 

0

佐　賀 

1

福　岡 

0

神奈川 

  5（1） 

外国人他 大　検 合　計 

27（4） 2（1） 1249（32） 入学者総数(女子の数)

〈凡　例〉 

都道府県別入学者（ ）内は女子の数

学年 機械 電気電子 建築 システム 情報 計
１年 3 3 5 7 9 27
２年 10 10 10 15 9 54
３年 4 4 0 11 10 29
４年 3 7 2 8 5 25
計 20 24 17 41 33 135



「
歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機

械
を
顕
彰
す
る
会
」
（
事
務
局
・

当
博
物
館
）
は
、
5
月
20
日

（
木
）
学
友
会
館
に
お
い
て
今
年

の
表
彰
式
を
挙
行
し
た
。

昨
年
9
月
に
公
募
し
た
結
果
、

当
博
物
館
後
援
会
員
、
工
作
機

械
関
係
の
企
業
・
個
人
か
ら
新

た
に
13
機
種
の
応
募
が
あ
っ
た
。

推
薦
委
員
会
で
は
、
前
回
ま
で

に
申
請
・
登
録
済
で
未
受
賞
の

機
種
も
加
え
た
82
機
種
に
つ
い

て
慎
重
に
調
査
検
討
し
、
5
機

種
を
審
査
委
員
会
に
推
薦
し
た
。

審
査
委
員
会
で
は
そ
れ
ら
を

厳
正
に
審
議
し
て
、
ベ
ス
ト
テ

ク
ニ
カ
ル
賞
に
豊
田
工
機
（
株
）

の
カ
ム
研
削
盤
、
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞
に
東
芝

機
械
マ
シ
ナ
リ
ー
（
株
）
の
横

中
ぐ
り
盤
の
顕
彰
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
現
存
し
な
い

企
業
が
製
造
し
た
名
機
も
対
象

と
す
る
こ
と
に
な
り
、
（
株
）
菅

鉄
工
所
の
単
能
機
、
（
株
）
三
正

製
作
所
の
平
面
研
削
盤
が
選
ば

れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
審
査
報
告
に

続
き
、
守
友
貞
雄
会
長
（
本
学

理
事
）
か
ら
顕
彰
機
種
を
設

計
・
製
作
し
た
2
企
業
に
顕
彰

楯
が
贈
呈
さ
れ
、
経
済
産
業
省

の
祝
辞
、
受
賞
者
代
表
の
謝
辞
、

記
念
撮
影
の
後
、
当
博
物
館
後

援
会
員
の
懇
親
会
を
兼
ね
た
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
な
お
、

現
存
し
な
い
2
企
業
の
業
績
も

広
く
紹
介
し
、
記
録
に
残
す
こ

と
に
な
っ
た
。

【
顕
彰
機
種
の
概
要
】

【
豊
田
工
機
・
カ
ム
研
削
盤
G
C

A
7
形
】

独
自
の
技
術
開
発
に
よ
り
、

新
し
い
構
造
の
高
剛
性
・
高
減

衰
性
能
静
圧
軸
受
、
砥
石
軸
オ

ッ
シ
レ
ー
ト
機
構
な
ど
を
組
み

込
ん
だ
も
の
で
、
極
め
て
高
い

粗
さ
精
度
・
形
状
精
度
が
得
ら

れ
る
カ
ム
研
削
盤
と
し
て
、
国

内
外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
で

多
数
使
用
さ
れ
た
。

【
東
芝
機
械
マ
シ
ナ
リ
ー
・
テ
ー
ブ

ル
形
横
中
ぐ
り
盤
B
F
T
11
形
】

中
小
企
業
で
も
設
備
で
き
る

中
大
型
部
品
加
工
用
に
開
発
さ

れ
た
も
の
で
、
各
種
の
構
造
上

の
特
長
を
有
す
る
操
作
性
・
汎

用
性
の
高
い
機
械
と
し
て
、
製

造
業
の
現
場
で
非
常
に
喜
ば
れ
、

シ
リ
ー
ズ
合
計
1
、2
2
4
台
の

販
売
実
績
を
あ
げ
た
。

【
菅
鉄
工
所
・
単
能
機
S
T
S
、

S
T
M
形
】

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
の
流
量
調
整

に
よ
る
送
り
速
度
変
換
と
シ
ー

ケ
ン
ス
制
御
に
よ
る
自
動
運
転

を
可
能
に
し
、
未
熟
練
者
で
も

容
易
に
操
作
で
き
、
多
台
持
ち

も
可
能
と
し
た
単
能
（
旋
削
）

機
第
1
号
で
、
量
産
部
品
加
工

に
威
力
を
発
揮
し
、
約
1
5
、0

0
0
台
生
産
さ
れ
た
。

【
三
正
製
作
所
・
横
軸
ロ
ー
タ
リ

ー
平
面
研
削
盤
S
S
4
、
5
形
】

テ
ー
ブ
ル
回
転
に
油
圧
モ
ー

タ
駆
動
を
採
用
し
、
バ
ル
ブ
調

節
で
回
転
速
度
を
無
段
階
変
速

さ
せ
る
不
等
速
運
動
機
構
を
考

案
し
、
生
産
性
と
高
精
度
を
兼

ね
備
え
さ
せ
た
も
の
で
、
独
占

的
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
約
3
、0
0

0
台
の
販
売
実
績
を
あ
げ
た
。

本
顕
彰
制
度
は
年
々
知
名

度
・
評
価
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま

で
の
顕
彰
機
種
で
当
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
11
機
種
は
来

館
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

去
る
3
月
4
日
か
ら
9
日
間

に
渡
り
、
日
工
大
学
生
訪
中
団

（
学
部
生
9
名
に
O
B
1
名
を
加

え
、
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
中
国
語
教
室
か
ら
社
会
人
6

名
参
加
の
計
17
名
）
が
北
京
・

武
漢
・
上
海
を
訪
れ
た
。
こ
れ

は
本
学
協
定
校
の
華
中
科
技
大

学
と
学
生
同
士
の
交
流
や
語
学

研
修
を
目
的
と
し
て
、
本
学
学

生
自
主
サ
ー
ク
ル
「
国
際
文
化

交
流
会
」
が
数
年
前
か
ら
企
画

し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
各
地

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
中
で
実
行
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
危
惧
さ
れ
た
が
、

今
回
は
大
川
理
事
長
と
柳
澤
学

長
の
強
い
ご
支
援
の
下
で
長
年

の
願
望
が
つ
い
に
叶
っ
た
の
で

あ
る
。

3
月
4
日
（
木
）
、
午
後
、
成

田
空
港
よ
り
出
発
。
夕
方
、
北

京
国
際
空
港
よ
り
専
用
バ
ス
に

て
ホ
テ
ル
へ
。

3
月
5
日
（
金
）
、
世
界
遺
産

の
万
里
の
長
城
と

和
園
を
見

学
し
た
後
、
北
京
西
駅
に
向
か

う
。
夜
行
列
車
に
て
武
漢
へ
。

3
月
6
日
（
土
）
、
朝
武
昌
駅

に
到
着
。
大
学
国
際
交
流
処
の

張
興
敏
先
生
と
候
桂
英
先
生
が

迎
え
に
来
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

大
学
滞
在
中
の
宿
泊
は
「
留
学

生
楼
」
。
そ
こ
で
日
本
語
学
科
の

学
生
8
名
の
案
内
で
、
中
国
一

の
面
積
を
誇
る
キ
ャ

ン
パ
ス
や
学
生
寮
を

見
学
し
た
。
午
後
は

機
械
系
の
実
験
棟
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用

技
術
棟
を
見
学
し
、

夜
は
盛
大
な
歓
迎
パ

ー
テ
ィ
に
出
席
し
た
。

国
際
交
流
処
李
処
長

を
始
め
、
幹
部
の
先

生
方
が
多
数
ご
出
席

く
だ
さ
っ
た
。
交
流

の
証
と
し
て
我
々
は

記
念
品
を
頂
き
、
こ

ち
ら
か
ら
は
柳
澤
学

長
自
筆
の
親
書
を
手

渡
し
た
。

3
月
7
日
（
日
）
、

黄
鶴
楼
及
び
湖
北
省
博
物
館
を

見
学
し
、
夜
に
は
学
生
達
が

我
々
に
民
族
楽
器
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ

た
。3

月
8
日
（
月
）
、
日
帰
り
に

て
宜
昌
に
あ
る
三
峡
ダ
ム
の
放

流
を
見
学
し
た
。
世
界
最
大
規

模
の
ダ
ム
は
5
年
後
完
成
す
る

予
定
で
あ
る
。

3
月
9
日
（
火
）
、
午
前
中
は

市
内
見
学
と
授
業
参
観
の
2
班

に
分
か
れ
た
。
授
業
参
観
で
は
、

北
朝
鮮
と
韓
国
か
ら
の
留
学
生

が
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
る
こ
と
に

ま
ず
驚
く
と
と
も
に
、
な
に
よ

り
も
た
っ
た
6
ヶ
月
で
流
暢
な

中
国
語
で
会
話
を
し
て
い
る
こ

と
に
非
常
に
感
心
し
た
。
午
後

夜
行
列
車
に
て
上
海
へ
発
つ
。

3
月
10
日
（
水
）
、
上
海
駅
到

着
後
、
市
内
観
光
（
豫
園
、
上

海
図
書
館
、
上
海
博
物
館
な
ど
）
。

夜
は
本
場
の
雑
技
団
の
シ
ョ
ー

を
鑑
賞
し
た
。

3
月
11
日
（
木
）
、
終
日
自
由

行
動
。
春
休
み
中
里
帰
り
し
て

い
る
本
学
中
国
人
留
学
生
た
ち

と
合
流
し
、
上
海
の
町
を
散
策

し
た
。

3
月
12
日
（
金
）
、
朝
食
後
、

上
海
浦
東
国
際
空
港
か
ら
成
田

空
港
へ
出
発
。
午
後
3
時
ご
ろ
、

全
員
無
事
帰
国
。

＊
こ
の
た
び
は
後
援
会
か
ら

御
援
助
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
ま
で
採
用
を
抑
制
し
て
き

た
上
場
会
社
だ
が
、
来
春
の
採

用
計
画
で
は
業
績
回
復
に
よ
り

採
用
を
拡
大
す
る
所
が
多
い
。

し
か
し
、
今
春
卒
業
し
た
大

学
生
の
就
職
内
定
率
は
昨
年
12

月
1
日
現
在
で
過
去
最
悪
を
更

新
し
た
こ
と
が
文
部
科
学
省
で

報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
部
で
景

気
に
明
る
さ
が
戻
り
企
業
側
の

求
人
は
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ

る
が
、
企
業
は
厳
選
し
て
採
用

し
、
無
理
に
採
ら
な
い
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
今
年
の
採
用
環
境
は
昨
年

に
引
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
優
秀
な
学
生
に
対

し
て
企
業
は
是
非
採
用
し
た
い

と
い
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。

優
秀
な
学
生
と
は
「
自
分
は
こ

れ
ま
で
何
を
や
っ
て
き
た
の
か

こ
れ
か
ら
何
を
や
り
た
い
か
」

を
ハ
ッ
キ
リ
と
自
信
を
持
っ
て

言
え
る
学
生
で
あ
る
。
学
生
諸

君
に
お
い
て
は
採
用
面
接
で
は

是
非
と
も
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
を
自

信
持
っ
て
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。

最
後
に
、
学
内
合
同
企
業
説

明
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
れ
ば
、
「
就
職
課
に
求
人

票
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
か
」

「
求
人
票
は
役
立
っ
て
い
る
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、
結
果
は

円
グ
ラ
フ
の
通
り
で
あ
る
。
求

人
票
を
利
用
し
て
い
る
学
生
は

少
な
く
、
利
用
し
た
学
生
は
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
あ

る
。
求
人
票
は
日
本
工
業
大
学

の
学
生
を
是
非
採
用
し
た
い
と

い
う
企
業
か
ら
の
求
人
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
活

用
し
て
欲
し
い
。

（3） 平成16年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第128号

厳選採用を継続する企業
―求人票の積極的活用を求む―

今
年
の
就
職
戦
線
の
見
通
し

就
職
課
長

吉
見
健
二

北
京
・
武
漢
・
上
海
３／４（
木
）
〜
３／
12（
金
）

共
通
系
講
師

呉
志
良

平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
、

本
学
工
学
部
に
学
ぶ
留
学
生

数
は
1
3
5
人
に
な
る
。
留

学
生
の
内
訳
は
、
中
国
が
圧

倒
的
に
多
く
、
次
い
で
韓
国
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
続
く
。

こ
の
春
、
初
め
て
ラ
オ
ス
出

身
の
留
学
生
が
2
人
入
学
し

た
。
そ
の
1
人
、
情
報
工
学

科
3
年
に
編
入
し
て
き
た
S

A
V
Y
S
O
U
K

S
A
E

N
G
（
サ
ヴ
ィ
ス
ク
　
セ
ー

ン
）
君
に
話
を
聞
い
た
。

み
な
さ
ん
は
、
ラ
オ
ス
と

い
う
国
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
？
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
位

置
し
、
周
り
を
中
国
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
5
カ
国
と

接
し
て
い
る
。
面
積
は
日
本

の
本
州
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

で
あ
る
が
、
四
方
を
海
に
囲

ま
れ
て
い
る
日
本
と
違
い
、

ラ
オ
ス
は
周
り
を
陸
と
川
で

囲
ま
れ
て
い
る
内
陸
国
で
あ

る
。
国
土
の
約
70
％
が
高
原

や
山
岳
地
帯
で
、
ア
ジ
ア
最

後
の
桃
源
郷
と
評
し
た
人
が

い
る
く
ら
い
自
然
の
豊
か
な

国
で
あ
る
。

そ
ん
な
自
然
に
囲
ま
れ
て

育
っ
た
彼
の
街
に
も
、
日
本

製
の
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

が
行
き
交
い
、
家
の
中
に
は

日
本
製
の
家
電
製
品
が
使
わ

れ
て
い
た
。
そ
ん
な
境
遇
で

育
っ
た
彼
は
、
い
つ
し
か
日

本
と
い
う
国
に
興
味
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
。

周
り
の
友
達
は
高
校
を
卒

業
す
る
と
、
中
国
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し

た
が
、
彼
は
ラ
オ
ス
の
大
学

へ
進
学
し
た
。
そ
こ
で
2
年

半
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
勉
強
を

し
た
後
、
日
本
語
学
校
の
試

験
を
受
け
合
格
、
念
願
の
日

本
留
学
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。

彼
は
日
本
に
来
て
3
年
。

最
初
の
1
年
は
日
本
語
学
校

で
学
び
、
そ
の
後
2
年
間
、

情
報
処
理
の
専
門
学
校
で
学

ん
だ
。
今
で
は
、
普
段
の
生

活
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
が
、

日
本
に
来
た
ば
か
り
の
時
は

馴
染
め
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
。
挨
拶
ひ
と
つ
を
と
っ
て

み
て
も
、
ラ
オ
ス
で
は
顔
の

前
で
手
を
合
わ
せ
る
が
、
日

本
の
場
合
は
、
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
声
を
掛
け
る
。
彼
も

わ
か
っ
て
は
い
る
が
、
つ
い

つ
い
手
を
合
わ
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
日
本
の
食

事
も
、
「
味
が
う
す
い
」
と

い
う
の
が
第
一
印
象
だ
っ
た
。

ラ
オ
ス
料
理
は
、
基
本
的
に

は
タ
イ
と
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
香
草
（
ハ
ー
ブ
）
を
た

く
さ
ん
使
う
の
が
特
徴
で
あ

る
た
め
に
、
日
本
の
料
理
は

口
に
合
わ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
好
き

嫌
い
な
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

今
は
大
学
の
勉
強
だ
け
で

手
一
杯
だ
が
、
少
し
時
間
に

余
裕
が
出
来
た
ら
ア
ル
バ
イ

ト
も
し
て
み
た
い
と
い
う
。

日
本
で
は
フ
リ
ー
タ
ー
と
い

う
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
立

て
て
い
る
人
も
い
る
く
ら
い

だ
が
、
ラ
オ
ス
に
は
ア
ル
バ

イ
ト
と
い
う
雇
用
形
態
は
な

い
。
一
度
経
験
し
て
み
る
の

も
、
い
い
社
会
勉
強
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
に
興
味
の
あ
る
彼
は
、
で

き
れ
ば
大
学
院
進
学
を
希
望

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
将
来

は
ラ
オ
ス
に
は
ま
だ
な
い
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
会
社
を
設
立

し
た
い
と
い
う
。
彼
を
は
じ

め
と
す
る
他
国
で
学
ん
だ
ラ

オ
ス
出
身
者
の
知
識
や
経
験

は
、
今
後
の
ラ
オ
ス
発
展
の

原
動
力
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

SAVYSOUK
サヴィスク

SAENG
セーン

君
情報工学科３年

（National University of Laos出身）

■母国でのコンピュータ会社設
立を目指すラオスからの編入生

就職課に求人票があるのを
知っていますか 

学生約250名のアンケート調査 

①よく知っており①よく知っており
よく利用しているよく利用している  
12%

①役に立って①役に立って
いるいる  
58%②知っているが②知っているが

あまり利用してあまり利用して
いないいない  
83%

②あまり役に立②あまり役に立
っているとは思っているとは思
えないえない  
16%

③知らない③知らない 5%
①よく知っており
よく利用している  
12%

②あまり役に立
っているとは思
えない  
16%

③知らない 5%

③わからない③わからない 
26%

求人票は役に立っていますか 

①役に立って
いる  
58%②知っているが

あまり利用して
いない  
83%

③わからない 
26%

●華中科技大学校舎を背景に記念撮影する訪中団一行

工
業
技
術
博
物
館
　

館
長
・
教
授

松
野
　
建
一

現存しない２企業の製品も含め、4機種を顕彰第６回 歴史的工作機械の顕彰
■ロングライフ・ベストセラー賞 ■ベストテクニカル賞

豊田工機
カム研削盤ＧＣＡ７形

菅鉄工所
単能機ＳＴＳ、ＳＴＭ形

三正製作所
横軸ロータリー平面研削盤ＳＳ-４、５形

東芝機械マシナリー
テーブル形横中ぐり盤ＢＦＴ-11形



◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
4
、
5
月
は
学
生
自
治

会
の
各
委
員
会
が
主
催
す
る
新

入
生
歓
迎
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
主
だ
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

恒
例
の
大
学
祭
実
行
委
員
会

主
催
「
春
の
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン
サ

ー
ト
」
は
4
月
17
日
（
土
）
、
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。
ゲ
ス
ト
は

ビ
リ
ケ
ン
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

の
名
曲
に
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
リ

ズ
ム
と
ラ
ッ
プ
を
融
合
さ
せ
た

ス
タ
イ
ル
の
人
気
グ
ル
ー
プ
で
、

全
12
曲
を
熱
唱
し
た
。

4
月
28
日
（
水
）
に
は
、
中

学生部長を引き受けるにあたって平

凡ですが、個々の学生が充実した学生

生活をおくれるよう出来うる限りの支

援を、また学生が将来指導的社会人と

して活躍するために必要な社会性を育

む場である学生自治への出来うる限り

の支援を行なって行くことを決心いた

しました。これらのことは私一人では

できることではありません。皆様の強

力なご支援をお願いいたします。

央
執
行
委
員
会
主
催
「
新
入
生

歓
迎
講
演
会
」
が
学
友
会
館
で

行
わ
れ
、
会
場
は
入
場
制
限
が

か
か
る
ほ
ど
の
超
満
員
。
ゲ
ス

ト
は
イ
ン
パ
ル
ス
、
5
G
A
P
、

ラ
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
3
組
。

テ
レ
ビ
に
も
よ
く
出
演
し
て
い

る
人
気
お
笑
い
グ
ル
ー
プ
だ
け

に
学
生
た
ち
は
大
喜
び
。

体
育
祭
実
行
委
員
会
主
催
の

第
37
回
体
育
祭
は
、
5
月
14
日

（
金
）
、
本
学
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
。

新
た
に
「
フ
ラ
ー
リ
ふ
ら
ふ
ら
」
、

「
籠
追
い
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
種
目
も
加
わ
り
、
参
加
し
た

新
入
生
は
和
気
あ
い
あ
い
と
競

技
を
楽
し
ん
だ
。

■
カ
ナ
ダ
か
ら

4
月
9
日
、
本
学
協
定
校
の

カ
ナ
ダ
L
C
C
・
E
L
S
コ
ー

ス
部
長
ジ
ュ
デ
ィ
・
ハ
ッ
ジ
ノ

フ
女
史
が
本
学
を
表
敬
訪
問
し

た
。
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
、
柳
澤
学
長
は
じ
め
本
学
首

脳
陣
と
両
校
の
学
術
協
定
に
つ

い
て
協
議
し
、
学
内
見
学
の
傍

ら
、
L
C
C
か
ら
本
学
に
編
入

学
し
た
学
生
と
も
懇
談
を
行
っ
た
。

■
中
国
か
ら

4
月
14
日
に
は
、
本
学
協
定

校
の
華
中
科
技
大
学
か
ら
王
乗

副
学
長
及
び
2
名
の
先
生
方
が

本
学
を
訪
問
し
た
。
今
回
の
訪

問
の
目
的
は
、
大
学
院
学
生
の

相
互
交
流
の
在
り
方
を
意
見
交

換
す
る
た
め
で
あ
る
。
技
術
教

育
の
更
な
る
発
展
を
共
に
目
指

し
、
学
生
の
活
発
な
交
流
を
今

後
も
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
主

眼
に
、
両
校
首
脳
陣
間
で
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
解
任
】（
3
月
31
日
付
）

◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事
　
堀
田
勝
喜

教
授

【
退
職
】（
4
月
30
日
付
）

◆
川
面
よ
り
子
主
任
（
財
務
部
経
理

課
）

◆
廣
澤
史
彦
講
師
（
共
通
系
）
／
出

張
先
＝
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
（
2
／

19
〜
3
／
7
）
／
目
的
＝
研
究
会

"PhasespaceAnalysisofpartial
DifferentialEquations"

及
び
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
、
講
演
◆
神
林
靖
講

師
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ポ

ル
ト
ガ
ル
（
2
／
27
〜
3
／
5
）
／
目

的
＝4th

International

I
C
S
C

Sym
posium

on
Engineering

of
IntelligentSystem

（
E
I
S
2
0

0
4
）
で
の
論
文
発
表
◆
廣
瀬
治
男

教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
3
／
3
〜
9
）
／
目
的
＝

2004
InternationalW

orkshop
on

Nonlinear
Circuits

and
Signal

Processing

で
研
究
発
表
◆
神
野
健

哉
助
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
米
国
（
3
／
3
〜
11
）
／
目

的
＝2004InternationalW

orkshop
on

NonlinearCircuits
and

Signal
Processing

会
議
運
営
及
び
研
究
発

表
◆
谷
本
直
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
3
／
4
〜

11
）
／

目

的

＝

2
0
0
4

International
W

orkshop
on

Nonlinear
Circuits

and
Signal

Processing

に
お
い
て
論
文
発
表
◆

神
力
正
宣
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
米
国
（
3
／
4
〜
9
）
／
目

的

＝

2
0
0
4

R
I
S
P

International
W

orkshop
on

Nonlinear
Circuits

and
Signal

Processing

に
て
発
表
◆
高
瀬
浩
史

助
手
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
3
／
4
〜
9
）
／
目
的
＝
2
0
0

4

R
I
S
P

International
W

orkshop
on

Nonlinear
Circuits

and
SignalProcessing

に
て
論
文

発
表
◆
渡
辺
康
夫
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
3
／
4

〜
12
）
／
目
的
＝
M
I
T
に
お
け
る

共
同
研
究
の
成
果
発
表
、
並
び
に
信

号
処
理
学
会
に
お
け
る
通
信
技
術
の

研
究
成
果
発
表
◆
伊
藤
庸
一
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
3
／
9
〜
16
）
／
目
的
＝
北
イ
タ
リ

ア
の
風
土
と
建
築
に
関
す
る
研
修
◆

渡
辺
勝
彦
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
3
／
14
〜
18
）
／
目
的
＝

自
由
科
目
「
建
築
史
実
習
」
引
率
及
び

中
国
技
術
学
院
と
の
学
術
交
流
◆
波

多
野
純
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
3
／
14
〜
18
）
／
目
的
＝

自
由
科
目
「
建
築
史
実
習
」
引
率
及
び

中
国
技
術
学
院
と
の
学
術
交
流
◆
黒

本
学
理
事
・
名
誉
教
授
大
木

吉
甫
氏
は
こ
の
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
か
ら
学
術
教
育
功
労
勲

章
（
パ
ル
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
）

オ
フ
ィ
シ
エ
章
を
受
章
し
た
。

そ
の
祝
賀
会
が
4
月
24
日
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
盛
大
に

行
わ
れ
、
中
曽
根
康
弘
元
総
理

大
臣
が
発
起
人
代
表
と
な
り
、

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
（
代
理
）

ほ
か
政
・
財
・
官
・
学
界
か
ら

多
数
出
席
し
た
。

本
学
工
業
教
育
研
究
所
長
・

木
村
寛
治
教
授
が
日
本
の
工
業

教
育
へ
の
功
労
に
対
し
、
今
春

の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
小
綬
章

を
授
与
さ
れ
た
。
5
月
12
日
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
皇
居
に
お
い

て
陛
下
の
拝
謁
が
行
わ
れ
た
。

木
村
教
授
に

瑞
宝
小
綬
章

日
生
ま
れ
。
昭
和
45
年
大
阪
大
学
工

学
研
究
科
精
密
工
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
。
工
学
博
士
（
大
阪
大
学
）
前
N

A
S
A
ル
イ
ス
研
究
所
研
究
技
術
部

最
上
級
研
究
エ
ン
ジ
ニ
ア
。

【
任
命
】（
4
月
1
日
付
）

◆
電
気
実
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

谷
本
直
教
授
（
新
任
）
◆
保
健
体
育
セ

ン
タ
ー
長
兼
担
　
酒
井
誠
教
授
（
新

任
）
◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

船
橋
昭
一
教
授
（
新
任
）
◆
フ
ァ
イ
ン

ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

村
川
正
夫
教
授
（
新
任
）
◆
電
気
工
学

専
攻
幹
事
　
森
田
登
教
授
（
新
任
）

【
任
用
】（
4
月
1
日
付
）

◆
五
十
嵐
寧
（
教
務
部
教
務
課
）
昭
和

40
年
9
月
6
日
生
ま
れ
。

（
5
月
1
日
付
）

◆
三
好
和
壽
教
授
（
先
端
材
料
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
）
昭
和
21
年
2
月
15

津
高
行
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
3
／
14
〜
18
）
／
目
的
＝

自
由
科
目
「
建
築
史
実
習
」
引
率
及
び

中
国
技
術
学
院
と
の
学
術
交
流
◆
田

中
隆
治
助
教
授
（
工
業
教
育
研
究

所
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
3
／
14
〜

18
）
／
目
的
＝
自
由
科
目
「
建
築
史
実

習
」
引
率
及
び
中
国
技
術
学
院
と
の

学
術
交
流
◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
3
／
14
〜

18
）
／
目
的
＝
自
由
科
目
「
建
築
史
実

習
」
引
率
及
び
中
国
技
術
学
院
と
の

学
術
交
流
◆
片
山
茂
友
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
3
／
16

〜
23
）
／
目
的
＝
中
国
マ
イ
コ
ン
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
上
げ
準
備
◆

木
下
孝
二
技
術
職
員
（
情
報
技
術
セ

ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
3
／
16

〜
23
）
／
目
的
＝
中
国
マ
イ
コ
ン
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
上
げ
準
備
◆

星
野
担
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
3
／
21
〜

27
）
／
目
的
＝
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大

学
と
の
研
究
打
合
せ
◆
田
中
隆
治
助

教
授
（
工
業
教
育
研
究
所
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
・
米
国
（
3
／
23
〜

31
）
／
目
的
＝
建
築
融
合
科
目
、
起
業

概
論
及
び
F
E
講
座
の
教
材
研
究
並

び

に

資

料

収

集

、F
a

cu
lty

Developm
ent

開
発
の
た
め
の
研
究

及
び
資
料
収
集
◆
辻
村
泰
寛
助
教
授

（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
3
／
24
〜
26
）
／
目
的
＝The

33rd
International

Conference
on

Com
puters

and
Industrial

Engineering

に
て
研
究
発
表
◆
椋
田

實
助
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
韓
国
（
3
／
24
〜
28
）
／
目
的
＝

The
33rd

International
Conference

on
Com

puters
and

IndustrialEngineering

に
て
研
究

発
表
◆
黒
津
高
行
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ネ
パ
ー
ル
（
3
／
24

〜
31
）
／
目
的
＝
パ
タ
ン
市
仏
教
僧

院
地
区
の
壁
面
意
匠
研
究
の
た
め
の

文
献
資
料
収
集
◆
丹
澤
祥
晃
助
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
3
／
27
〜
4
／
2
）
／
目
的
＝

Global
W

INDPOW
ER

2004
Conference

and
Exhibition

◆

伊

藤
庸
一
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
中
国
（
3
／
28
〜
31
）
／
目
的
＝

中
国
・
青
島
に
お
け
る
共
同
研
究
の

打
合
せ

※
紙
面
の
都
合
上
、
3
月
出
発
の
国

外
出
張
ま
で
を
掲
載

（4） 平成16年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第128号

私
は
学
生
時
代

か
ら
、
研
究
と
同

時
に
F
E
試
験
と

い
う
資
格
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
P
E
資
格

の
1
次
試
験
で
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
家
資
格

で
あ
り
、
海
外
で
も
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
の
能
力
を
証
明

で
き
る
資
格
で
す
。
日
本
語

に
略
す
と
「
基
礎
工
学
技
術

者
」
と
な
り
、
試
験
範
囲
は

学
生
諸
君
が
今
学
ん
で
い
る

全
て
の
学
科
に
該
当
し
ま
す
。

勉
強
方
法
で
す
が
、
問
題

集
を
解
い
て
み
る
の
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
一
日

に
3
問
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

自
分
で
考
え
て
、
解
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
初
め
は
得
意

分
野
か
ら
、
答
え
を
参
考
に

し
な
が
ら
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
こ
の
答
え
に
な

る
の
か
を
考
え
自
分
の
も
の

に
し
て
く
だ
さ
い
。
慣
れ
て

き
た
ら
、
得
意
分
野
で
一
日

に
15
〜
20
問
ほ
ど
、
そ
れ
以

外
で
も
7
問
ぐ
ら
い
解
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
1
度
試
験

を
経
験
し
て
い
れ
ば
、
6
月

頃
か
ら
上
記
の
よ
う
な
量
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
11

月
の
試
験
に
合
格
で
き
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
大
学
4
年
生
で
受
験
可
能

と
な
る
の
で
、
早
め
早
め
に

自
分
の
勉
強
の
ペ
ー
ス
を
作

り
上
げ
自
学
自
習
の
習
慣
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
興
味
が

あ
れ
ば
始
め
る
の
は
、
今
す

ぐ
を
お
勧
め
し
ま
す
。
1
、

2
年
生
か
ら
で
も
自
分
の
勉

強
す
る
体
制
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
勉
強
す
る
こ
と
に
は

謙
虚
に
且
つ
、
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
は
じ
め
は
問
題
を
見
た

時
、
で
き
な
い
と
思
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
一
度
に
何

問
も
解
こ
う
と
思
わ
ず
、
机

に
向
か
い
筆
を
執
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
謙
虚
に
と
い
う

意
味
は
道
徳
的
に
生
活
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
生
活
は
自
由
で
あ
る
分
、

自
分
自
身
を
厳
し
く
管
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
資

格
を
と
る
こ
と
は
何
も
偉
く

な
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
覚
え
、
次
の
目
標

に
向
か
っ
て
い
け
ま
す
。
私

は
こ
の
資
格
を
と
る
前
は
建

築
学
の
視
点
で
技
術
を
見
て

い
ま
し
た
が
、
資
格
取
得
後

は
技
術
者
の
視
点
で
物
を
考

え
始
め
ま
し
た
。
私
は
い
ま
、

設
備
の
現
場
監
督
を
し
て
い

ま
す
。
建
築
的
な
こ
と
も
、

機
械
の
知
識
も
必
要
で
す
が
、

最
近
で
は
電
気
器
具
の
勉
強

も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
資
格
を
身
に
つ
け
る

事
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

の
総
合
的
な
能
力
を
世
界
的

に
立
証
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
産
業
界
中
心
に
モ
ノ

作
り
の
技
術
発
展
で
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
技
術
者
が
技

術
能
力
に
秀
で
英
語
で
意
思

疎
通
で
き
れ
ば
、
自
分
の
活

動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
学
業
と

共
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い

ま
、
諸
君
が
大
学
で
過
ご
し

て
い
る
時
間
は
と
て
も
貴
重

な
も
の
で
す
。
自
分
に
と
っ

て
本
当
に
大
切
な
物
を
吸
収

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
部
活

動
、
友
達
、
恋
愛
等
何
で
も

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
習

慣
は
神
で
あ
る
と
、
人
生
と

は
あ
え
て
ま
だ
自
分
の
知
ら

な
か
っ
た
、
出
来
な
か
っ
た

事
に
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

近事片々

●　先輩だより　●

立澤幸三
（東京工業高等学校出身）

建築学科31期生
共栄産業（株）勤務

世界で通用する
エンジニアに

▼
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

新
生
活
の
ス
タ
ー
ト

は
う
ま
く
い
き
ま
し

た
か
。
新
し
い
人
間

関
係
や
環
境
に
早
く

慣
れ
て
、
勉
強
や
ク

ラ
ブ
活
動
に
集
中
で

き
る
健
全
で
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
心
身
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

悩
み
を
抱
え
る
こ
と
は
若
さ
の

特
権
で
す
が
、
深
刻
な
場
合
は

学
生
相
談
室
に
行
き
、
気
軽
に

相
談
す
る
こ
と
も
一
案
で
す
。

ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
方
法
は
、

意
識
す
る
か
し
な
い
か
は
別
に

し
て
、
人
に
よ
り
全
く
異
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
人
生
を
大

人
と
し
て
歩
ん
で
い
く
た
め
に

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

主
体
性
を
も
っ
て
訓
練
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。（
Ｆ
）

編 集 後 記

大木理事の叙勲祝賀会で挨拶する
大川理事長

4月1日より　着 任 の ご 挨 拶

学生部長

鈴木康之教授

谷本です。センターの皆様と協力し

て、Open、Agile(迅速)、顧客満足をキ
ーとして、センターでの実験が授業と

相乗効果を生み、創造力豊かな学生を

育てたいと念じます。

電気実験研究センター長

谷本直教授

学生および教職員の健康保持増進を

図り、安心して学業・運動・業務等に

専念できるよう、保健体育センターと

して一層の充実を図って行きたいと思

っている。

保健体育センター長

酒井　誠教授

活力のある人生は自分で創造するも

の。時に本業のスキルアップ、時に余

暇を利用した人間力の充実等など。時

代と地域社会のニーズに応える話題を

本学の生涯学習を源に発信してみたい。

生涯学習センター長

船橋昭一教授

文科省に採択された「産学連携研究

推進事業（期間５年間）」に基づいて

（株）山本製作所とセンターを設立し、

その責任者に任命された。産学連携の

実をあげるべく努力する所存である。

ファインブランキング
センター長

村川正夫教授

新年度から、図書館長の重責を担う

こととなりました。皆様のお力添えを

得て、出来る限り力を尽くしてゆきた

いと考えております。図書館は、現在、

様々な学生に対して対応を求められて

います。留学生も増えました。院生も

同様です。読書は、非常に個人的な行

為ですが、図書館は公共性を持ってい

ます。そこが、難しい点であろうと思

っています。ご協力をお願いします。

図書館長

堀田勝喜教授

学
生
自
治
会
主
催

新
入
生
歓
迎
・
春
の
イ
ベ
ン
ト

カ
ナ
ダ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と

華
中
科
技
大
学
よ
り

盛
大
に
大
木
理
事
の
叙
勲
受
章
式
・
祝
賀
会
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7月22日～8月9日、本学主催の「文部科学省認定・免許法公開
講座」が学内で開講される。
本講座は①高等学校教諭専修免許（工業）②中学校教諭専修

免許（技術）の取得を目指すもの。専修免許取得のために必要な
単位数は、今年度より逓減措置が廃止され、在職年数3年を満た
している全ての者が15単位必要となった。
開講要項請求先は本学生涯学習センター（電話0480-34-4111

（代））

募集
専修免許取得の公開講座

中学校「技術」担当教員実技研修講座が8月9日から12日まで、
本学技術科実習室で開催される。
本学と全日本中学校技術・家庭研究会、東京都中学校技術・

家庭研究会の共催によるもので定員30名。
内容は、中学校技術･家庭科技術分野Aの技術とものづくりに関
わる実技研修と指導・評価の研究。費用3千円で、受講証明を発
行。
問合せ先は本学工業教育研究所・原田昭教授、技術科研究室・
鹿嶋泰好教授（電話0480-33-7512）

中学校「技術」実技研修講座

見るのも参加するのも楽しいパン食い競争華中科技大学の王乗副学長らと

国際交流


